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この YKISから 15年経った今、当時私が懸念した事が現実になっている。 MCTによるスロー
ダイナミクスの研究はその後欧米を中心に長足の進歩をとげ、今ではスローダイナミクス研究の
欠かすべからざる一部分になっている。 YKISの当時まだ残っていた MCTに対する疑念は徹底的
に検討され、今では MCTの位置づけは、その欠陥も含めて、確定していると言ってよいだろう
う。残念ながらこの期間におけるこの分野へのわが国からの寄与は皆無に近かった。(次ぎの付記
参照の事。)また前述したYKIS以後もわが国でスローダイナミクスの国際研究集会がいくつもひ
らかれて私もそのあるものには出席したが私が知る限りここで述べたような不祥事はなかったと
理解している。
付記
ここでわが国からの寄与といっているのは日本に研究拠点を持っている人の仕事という意味で
ある。一例として筑波の宮崎州正さんをとりあげてみる。彼はライデン大学及びコロンビア大学
での研究経歴がながく、海外のこの分野のトップクラスの人々に伍していくつものすぐれた業績
を上げている。しかしこれらの業績はわが国からの寄与ではない。彼は今では筑波でご自身の研
究室をもち、そこで顕著な業績をあげている。これらは正真正銘の、わが国からの寄与であるが
それらは極く最近のお仕事であるのでここでは省略した。また関連した研究をしている人々に東
大の佐々真ーさんや湯川研の早川尚男さん達のグループがある。またスローダイナミクス以外の
問題でMCTをやっているグループもあるがここではとりあげなかった。
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